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漆と金属を融合させた新しいテクスチャー表現の研究
―― 漆の優れた接着機能を活用して ――
＊桂　　　　　雅　　彦
Study on the Method of New Expression for Urushi and Metal
KATSURA   Masahiko
要　旨
本研究では、漆という日本で古来から使用されている素材に着目し、衰退化する漆器産業を活性化させるべく、本
来の漆の性質や機能性を再確認し、特に、接着剤としての優れた機能性を活用した新たな表現が可能であると考えら
れる。従来の木地に漆を塗る製法だけでなく、他の素材との関係、今回は金属に絞り込んで表現の可能性を追った。
まだまだ試作サンプルが不足しているが、第一段階としての可能性をまとめてみた。
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＊　宮城教育大学美術教育講座
1．はじめに
漆器の需要が低迷し、漆器産業に携わる工人が高齢
化し、後継者不足で衰退の一途をたどっているのが現
状である。漆はjapanと称されるように日本を代表す
る素材であり文化である。漆は、美観だけでなく優れ
た機能を多く有している。今、この漆の持つ可能性を
再確認し、地方の伝統産業を活性化させる為に従来行
われている漆器の表現とは別に他素材との融合を試み
ることにより、新たな素材感（テクスチャー）やデザ
インの表現を研究することとした。
2．漆とは　
漆とは、うるし科ウルシ属のウルシノキである。ウ
ルシ属には、ツタウルシ、ヌルデ、ハゼノキ、ヤマウ
ルシ、ヤマハゼなどが含まれるが漆の液が採れるのは
漆樹だけである。その漆樹に傷を付けて液を採取する。
一本の木から得られる漆液は約200グラムである。その
液を精製し、木地などの胎に塗り乾燥させる。その乾
燥させるには、湿気が必要になり、湿度の高い漆風呂
と呼ばれる戸棚の中に入れて行う。乾燥のメカニズム
は、液体の漆が化学反応により個体の高分子化合物に
物質転換するのが漆の乾燥である。この化学反応を促
進させるには漆に含有される酵素を活性化させる為に
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湿度が必要になる。また、摂氏40度位から加熱すると
酵素がうまく働かなくなり、乾燥しなくなる。ただし、
120度以上の高温になるとウルシオール自体が重合反応
を起こして硬化する。常温で硬化した塗膜に比べると
金属に対する付着性は優れている。
漆の成分を分析してみると、主成分は「漆酸」また
は「ウルシオール」と呼ばれているもので、約60〜
65％を占めている。その他は、ゴム質5〜7％、含窒素
物2〜5％、水20〜30％、酵素（ラッカーゼ）0.2％が標
準的な数値と言われている。採取地域や季節、時間で
違いが出て来る可能性もある。そのラッカーゼと呼ば
れる酵素がウルシオールに反応して固化を促すことも
判明している。具体的に言うと、漆が乾燥するメカニ
ズムは、ゴム質水球中に0.2％程含まれている酸化酵素
ラッカーゼが空気中の酸素（水分）を取り入れてウル
シオールを酸化させ、酸化したウルシオールは細かい
網の目状の高分子となって固化する。このラッカーゼ
による酸化重合反応を促進させる為に適当な湿度（65
〜80％）と温度（20〜30度C）が必要になる。
3．塗料としての漆
漆器は、中国から仏教の伝来とともに日本に伝わっ
て来たと思われているが、実際は、縄文時代の遺跡か
ら漆を塗った器などが出土されている。特に北海道の
南茅部町の垣の島B遺跡（縄文前期）からは約9000年
前の漆器が見つかった。使用されていた漆の科学的な
分析から日本の固有種であることが判明し、漆器その
ものが大陸から来たものではなく、日本で生産されて
いた可能性がある。考えられるのは、日本の縄文時代
から東アジアには広い漆器文化の広がりがあったとい
うことだ。このように数千年前の生活から使用され、
それが今でも残っているのは、保存された状況にもよ
るが、塗料としての漆の優れた効果が証明されている
ことになる。
ここで、採取した漆の皮などのゴミを取り除いた生
漆から攪拌（ナヤシ）と反射熱を与えて水分を除去す
る（クロメ）の精製工程を経てこの堅牢な塗膜を形成
する漆の化学的内容を四柳嘉章氏著書の「漆」から引
用する。
「クロメ工程は堅牢な漆塗膜形成の重要な因子であ
り、熊野谿は生漆塗膜とクロメ漆塗膜について20年間
の構造変化を調査し、後者において構造変化の小さい
ことを明らかにした。また表面層の構造について、ク
ロメ漆塗膜（60〜70マイクロメートル）の表層（5〜10
マイクロメートル）には内面より多糖成分が凝縮して
おり、表面は、切り出した内面や生漆塗膜の表面より、
スパッタリングあるいはUV照射に対していちじるし
く侵されにくく、クロメ漆塗膜の表面硬度は9H以上に
達しきわめて硬い。表層には多糖−糖タンパク−ウル
シオール成分によって酸素に対して安定であり（拡散
を妨げる高次複合組織が生成）、漆の耐久性はこの表層
と内部の高次構造に基づくものであるとした。現在の
ところ漆を溶かす溶剤はない。すなわち鉄を溶かす塩
酸・硝酸、白金や金を溶かす王水、陶磁器やガラスを
溶かすフッ化水素に対しても変化を起こさないのであ
る。実際に上塗り漆塗膜の断面を顕微鏡観察すると、
酸化を受けやすい表層5〜10マイクロメートルが国褐色
に変質しており、これが酸化劣化防止層となっている
ことがわかる。」
4．接着剤としての漆
漆に小麦粉を混ぜて練ったものを欠けた陶器などの
破片の断面に塗り接着剤として江戸時代から活用され
て来た。その接着部分に金彩を施したのが金継ぎと呼
ばれる技法である。割れてもなおかつ風合いを出す、
ただの接着剤としての効果だけではない、日本独特の
美学がある。
この接着機能は、螺鈿などで代表される他素材を本
体に装着する上でも役立っている。螺鈿は、一般的に
貝（夜行貝、蝶貝、アワビ貝等）の内面を切り取り平
板にして嵌め込む技法である。螺鈿の方法に3種類あ
る。「埋込み式」、「押込み式」、「掘込み式」である。埋
め込み式は、切透かした貝を文様の位置に漆で接着し
て、貝の厚みが埋まるまで漆下地と漆を塗り重ねていき、
貝の表面と同一平面にこれを研ぎ出したものである。
押込み式は、切り透いた貝の文様を紙の上に板付して、
対象物に粘土状に調合した漆下地を厚塗りに塗って、
紙の上に板付した貝を厚塗り面に接着するようにして
押し込む。押込み作業が終わると板付用紙をはぎ取っ
て乾燥させ、貝の面と漆の面とが平滑になるように仕
上げる。掘込み式は、嵌め込む貝文様の厚みだけ文様
のかたちに掘込んで、その凹みに貝を埋め込む技法で
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ある。どちらにしても、異素材である貝を面が平滑に
なるように漆と一体化した表現にし、接着機能を十分
に活かした表現方法である。またこの技法には、貝ば
かりでなく、牙角類、鼈甲、金属、水晶、琥珀、宝石
類などを嵌め込む場合がある。
5．漆と金属　
まず、金属との関係から言えば、高温硬化法を利用
した鎧、兜、馬具、刀剣等の金属類や陶器に施した焼
き付け法である。金属面に漆を塗り、摂氏100度以上の
高温で乾かすと約30分位で硬化する。現代の身近なと
ころでは、南部鉄器で有名な鉄鋳物である。
金属を使用した表現と言えば、金銀の粉を使用した
蒔絵に代表される装飾的な使用方法がある。蒔絵は、
研出蒔絵、平蒔絵、高蒔絵、肉合（菱合）蒔絵がある。
研出蒔絵は、漆地の上に漆で文様を描き、乾かないう
ちに金銀その他の金属の鑢粉を蒔いて乾かし、その上
に漆を何回か塗り重ねて表面が平滑になって美しい光
沢が出るように研ぎ出して仕上げる手法である。平蒔
絵は、細かい金粉を生産することが可能になったので、
漆を塗り重ねて研ぎ出す必要が無くなり、そのまま磨
き仕上げを行った技法で作業が簡単になった。高蒔絵
は、漆と木炭の粉などを使って地盛り作業をした上で
平蒔絵の技法を施したものである。肉合蒔絵は、高蒔
絵と研出蒔絵を併用した表現になっている。とにかく、
漆と金属とは親和性が良く、様々な表現を創出する可
能性を持っている。現代では、金属と漆、特にアルミ
との関係に着目して創作活動を続けている作家の小山
泰之氏がいる。また、宮城壮一郎氏は、下地に銀を塗
り、漆に錫を混ぜて磨きを加えて独特の風合いを表現
している。
6．漆と金属の塗りサンプル制作
漆と金属の関係性を確認する為に、まず、チップサ
ンプルによる確認作業から入って行った。この作業に
関しては、漆塗り作家であり株式会社郷自然工房・工
房長でもある佐藤和也氏に協力いただいた。
（1）一般的な漆を金属に塗った場合
通常、漆を塗ると手前の朱漆のように金属と漆の間
に水が入り込み剥離の原因となる。奥の深緑の部分は、
ガラス用の密着の良い漆を使用したサンプル。手前の
朱漆のようには剥離しないものの、爪を立てて擦ると
剥がれが生じる部分もある。このように基本的には漆
の食い込みの悪いものにはきれいに定着しないのを前
提に考えなければならない。
図01　金属への漆掛け
（2）金属への漆塗り
　　（アルミ・銅・洋白・銅メッシュ・真鍮メッシュ・錫）
金属に直接塗っても剥がれにくい漆があるというこ
となので、金属に研磨作業を行わず、その漆を塗って 
2週間程乾燥させた。
作業工程
1． 金属片に脱脂処理をして漆がむらなく乾く状態に
する。
2． ガラス対応の漆を20％程希釈して刷毛塗りをする。
3． おおよそ3週間の乾燥後テスト
弱いテープを貼って剥がれることはほぼないが、糊
の強いテープを貼るときれいに剥がれてしまった。また、
傷がついたりして塗膜が剥がれた部分から爪を立てて
擦ると漆が剥がれる状態である。
銅板に至っては、脱脂処理を行ったにも拘らず他の
金属よりも乾きが悪い為、加湿処理を行った。加湿処
理後、表面の艶が無くなり、色合いも変化（漆で言う
焼けという現象が起きる）し、表面が乾いて乾燥して
いると思っていても急激な加湿の際、変色する恐れも
あるので、乾燥期間は長期になる可能性もある。
サンプル金属の中で唯一「錫」が漆との密着がとて
も良く、この状態でも剥離しなかった。金属組織にう
まく漆が入り込んで密着していると思われる。
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図02　銅板にガラス用の漆（緑）を塗った状態。緑の漆が完
全に乾いたと思い剥離試験の為に水に浸けっぱなしにしてい
たら、本来の緑から変色し艶が消えた。水に浸けて剥離の心
配は少ないが、爪を立てて擦ると漆が剥がれるところもある。
凹凸の高い部分のみ一部研ぎ出し水に浸けたが剥離はしてこ
ないようだ。
（3）シーラー使用、合わせて金属に凹凸を付けた状態
での試験
1． 漆のベースづくり（白木→柿渋1回塗り→研磨→
漆中塗り）
2． 研磨して2回目の中塗り漆を塗って、漆を接着剤
にして金属を貼付ける。
3． 2回目漆の研磨後に金属部分にシーラ （ーミッチャ
クロン）を刷毛塗りした。
4． 3回目透き通る漆を30ほど希釈して刷毛塗り。
5． おおよそ2週間程乾燥後テストを行った。
図03　薄い金属（0.1ミリ）のアルミ、ステンレス、真鍮を使用
漆で金属を密着。裏面にシーラー処理をしていなかっ
たため、強いテープを貼って剥離テストを行った際、
一部金属が取れたものもあった。その際に剥離後の跡
を見ると金属が平に貼れていなくて、ところどころに
隙間があり漆が回り込んでいる跡がある。
漆塗りの平面に、さらに薄い金属を平らに密着させ
る方法を考えなければならないと同時に、接着は漆以
外の専用の接着剤を使用した方が良いかもしれないと
考えられる。シーラー処理が効いていて、強いテープ
を貼っても剥がれることはなかった。
（4）ワイヤーメッシュ研ぎ出し
作業工程
1． 漆のベースづくり（白木→柿渋1回塗り→研磨→
漆中塗り）
2． 研磨して2回目の中塗り漆を塗って、漆を接着剤
にして金属を貼り付ける。
3． 表面を軽く研磨後、漆塗りを2回繰り返す。
4． おおよそ2週間程乾燥後、表面を研磨して金属部
分を露出させる。
次の図の左から銅メッシュ、真鍮メッシュ（中目）、
真鍮メッシュ（細目）で、上記の作業工程、漆を塗っ
てメッシュ部分の金属を研ぎ出し、漆の表情と金属の
表情を美しく表現できないかとサンプルを作成した。
図04　ワイヤーメッシュ研ぎ出し
結果、メッシュが大きいと厚みがあり、金属の剥離
を防止する為の漆を塗る回数が必然的に増えるが金属
の表情は現れやすい。逆に細目だと塗り回数は少なく
てすむが、ほとんどが金属面になる為、漆の表情が伝
わりにくい。現在、メッシュをハンマーでたたいて薄
くした素材でサンプル制作中である。表現的にはちょ
うどバランスが取れたものができると感じられる。
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図05　銅メッシュ
図06　真鍮メッシュ（中目）
図07　真鍮メッシュ（細目）
（5）金属粒（アルミ）とガラスの粒子を入れて研ぎ出し
作業工程
1． 漆のベースづくり（白木→柿渋1回塗り→研磨→
漆中塗り）
2． 研磨して2回目の中塗り漆を塗って、漆を接着剤
にして金属粒（アルミ）とガラスの粒子を貼り付
ける。
3．表面を軽く研磨後、漆塗りを2回繰り返す。
4． おおよそ2週間程乾燥後、表面を研磨した研ぎ 
出す。
図08　金属粒（アルミ）とガラスの粒子を漆で密着
アルミは、研磨しやすく簡単に研ぎ出すことが可能。
反面、ガラスの粒子は研磨の際に根元から剥がれ落ち
てしまう。ガラスの表面がツルツルしていてどうして
も密着という部分でうまく固定されていないようだっ
た。専用の接着剤を使用してガラス粒子を固定して研
ぎ出せば可能かもしれないが、研磨の際の傷でガラス
本来の輝きは軽減する可能性もある。図の上の方が研
ぎ出し前で下のアルミが露出している部分が研ぎ出し
後である。アルミ粒と漆だったらうまくフラットにす
ることができればコラボレーション可能である。
図09　金属（ステンレスボール）を漆で密着
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ステンレスの球状のものを上記作業工程で密着させ
た。ステンレスの表面はツルツルしているので爪で擦
ると表面の漆がきれいに剥がれ、ステンレス本来の輝
きが現れる。反面、漆での接着の為、根元を強く爪で
起こすと密着不良のためステンレスボールそのものが
取れてしまった。しかしながら、ステンレスボールを
専用の接着剤で固定した後、漆を塗って表面のステン
レスボールの輪郭を活かして漆を剥離することができ
れば表現の一つとしての可能性はあると思われる。
（6）市販の錫製品にガラス用漆（緑）を塗った場合
図10　外面拭き漆仕上げ（2回仕上げ）
ガラス用漆（緑）を希釈して塗装、その後、専用の
拭き取り紙で拭き取る作業を漆を乾燥させながら2回
行った。
図11　外面拭き漆仕上げ（2回仕上げ）
錫の凹みに漆が残り、深い緑色になった。塗膜が薄
い部分は明るく鮮やかな緑色の発色をする。漆の密着
は良好である。
図12　外面呂色仕上げ（4回塗り）
ガラス用漆（緑）を刷毛で4回塗り重ねた状態で2週
間程乾燥させ、呂色と言われる磨きの作業を行い仕上
げた。
図13　錫の凹凸を利用した漆の表現
漆を塗り重ねて凹凸が軽減し、研ぎ出すことによって
錫の高い部分のと膜が薄くなり緑色が部分的に見える
状態になった。半年ほどすると漆に透明感が増し、全
体的にもっと美しい緑色に色合いが変化すると予想さ
れる。
　
7．漆と金属の表現について
漆と金属を融合させて一つの表現をする時、従来は
木地を主体としたものに表面的な装飾としての金属（金、
銀）の利用方法が中心であった。漆を塗って図案を描
き、そこに金や銀の紛状のものを蒔いて定着させる蒔
絵の表現は日本独特の美しいさを感じられる。しかし
ながら、より漆の持つ機能を再認識して新しい世界観
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を表現しようとした時、本質的な漆の特性と金属の特
性と捉えた様々な表現方法が考えられる。
一つには、漆に金属の破片（細かい粉状、荒い粉状、
不均一な粒子状、薄い板、ドリル等で加工した際に出
る削りカス状等）を混ぜてそれを木地に塗り、研ぎ出
しで表情を作っていく方法。次に、漆を塗った上に金
属片を貼り、均一面になるように漆を塗り重ねて研ぎ
出す方法。（螺鈿の手法）また、逆に金属の本体に漆を
塗り重ねた上で部分的に研ぎ出して金属面を露出させ、
加工する。（酸化させて錆状に変化してものを定着させ
る。）あるいは、金属面の部分に漆塗りを行って、金属
と漆の質感対比を美しく見せる。金属の凹凸を利用し
た表情の作り方は、木地には無い一つの魅力でもある。
ただし、剥離の問題や錆の定着や人の手などに触れる
場合の衛生上の問題があり、それぞれをきちんと解決
した上で製品となりうる。現段階では、漆と金属との
新たな表現の可能性を見つける為のシーズを導きだす
段階であるが、衰退化しつつあるjapanと銘打つ素材
の活性化に少しでも寄与したい。
8．デザイン案
テストパターンの試作を通じて今後製品化を目指す
為にプロダクトデザインとしての準備も進めておかな
ければならない。将来、できればブランド化を目指し、
金属やガラス、陶磁器と漆との融合化された新たな近
未来的和の世界を表現したい。
（1︶木地に漆を塗って、金属の破片を部分的に貼付
けて研ぎ出す手法でのボウル状の器を考えた。全体的
に貼り付けるのではなく、帯状に巻き付けるようにし
て漆本来の艶の美しさとの対比を導き出す。破片のや
や大きいものの定着等の問題をっきちんと解決しなけ
ればならないが、ややざらついたテクスチャーの手触
り感も大切にしたい。
図14　帯状金属粉巻き仕上げ
（2）銅で作った器に漆を塗り定着させて部分的に円
状の研ぎ出して銅を露出させた部分を酸化させ、緑青
を引き出す。この緑青に関しては、毒性は無く、酸化
が進まないように定着させる必要性があるが、緑青独
特の色合いとテクスチャーを漆と対比させたい。
図15　銅漆掛け部分研ぎだし緑青仕上げ
（3）漆と相性の良い錫をベースにして表面をチェッ
カー風に凹凸を付けて、その凹み部に黒漆を溜める表現。
図16　錫切っ立ちチェッカー風漆溜め塗りグラス
市販の錫製品を使用した塗りサンプルも漆の食いつ
きが良く、きちんと定着している。柔らかい金属なの
で変形に対する漆の剥離の可能性が問題になるが、今
のところ漆の柔軟性がうまく働いているようだ。錫は、
打ち出して形を作っていくので、当然、表面には表情
がついてくる。図11で見れるような梨子地状の凹凸で
なく型を使用したチェッカー風に表現できれば都会的
な緊張感も表現されると考える。その凹み部に漆を充
填して磨ぎ出して仕上げる。錫の柔らかい金属質と漆
の独特の艶の対比を表現する。この錫をテストを重ね
ながら漆との融合化に適している素材として大切に扱
いたい。
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（4）鉄錆を引き出した器を作りたい。基本的に鉄錆
は、酸化が進行していけばボロボロに朽ちてしまう。
そこで、コールテン鋼という錆が進行しないで定着す
るものを使用して表現できれば良いと考える。このコー
ルテン鋼は、耐候性鋼とも言われ、鋼表面に保護性錆
を形成するように設計された低鉄合金鋼である。塗装
せずにそのまま使用しても錆が進まないため内部まで
腐食されず、屋外で使用する建材としても使用されて
いる。この材料をうまく活かして錆びた鋼材を一輪挿
しの器として表現し、部分的にそれを露出させるよう
に掛き分けて漆塗りを行う。
図17　錆コールテン鋼一輪挿し部分漆仕上げ
9．まとめ
今回の研究では、漆の基本的な特性を確認し、他素
材との融合を特に接着剤としての機能性を重要視して
テストピースを様々な金属を使用して行った。まだま
だ、初期段階である為、直ぐにでも商品化できるよう
な状態にまで至っていないが、漆の表現の可能性は十
分認識できた。木材であっても鉋屑のような削りカス
を漆掛けした生地の表面に貼付けてさらに漆を塗り重
ねて研ぎ出してうっすらと浮き出てくる木という素材
の美しさを漆との関係で表現できる。それと同じよう
に金属も破片や屑のようなものでも漆混ぜて表面に塗
り重ね磨ぎ出すなどしていままでにないテクスチャー
が生まれる可能性がある。それを陶器やガラスを胎と
する器の表面に展開することも可能になるに違いない。
それぞれの素材特性や相性の問題で多くの困難も予想
されるが、今まで基本的には当たり前と思っていた木
地に漆塗りの正統的なものだけではない、新たな境地
を開拓することによって、漆自体の新たな表現の可能
性を見つけ出すことができると思われる。
今回のサンプル作りで協力していただいた株式会社
郷自然工房の工房長佐藤和也氏と金属に関する素材提
供と専門家としての助言をしていただいた金属作家の
佐々木里恵氏に改めて謝辞を述べたい。
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